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環境および生体試料中の PCB 異性体パターン 
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【目的】 
環境、ヒト、生態系において、PCB の挙動と運命を把握するため、環境および生体試料中の PCB の

全異性体分析を実施し、多面的な解析を試みた。 
【方法】 
授乳婦のボランティア 36 名から食習慣に関するアンケートの回答と母乳試料を得た。また、頸部に

手術を受ける中年男性 1 名と医師の同意を得て頚部皮下脂肪を入手した。環境試料は、PCB 測定用に抽

出保存していた大気、水質、底質、土壌などの試料を用いた。環境試料は、ヘキサン転溶、硫酸処理の

みで、分析に供した。母乳、脂肪組織中 PCB 類の測定は、n-ヘキサンで脂肪抽出を行い、アルカリ分解、

n-ヘキサン抽出後、高分解能 GC-MS(JEOL JMS-700)で測定

した。 
【結果と考察】 
環境試料中の PCB 異性体分布は、市販 PCB の異性体パ

ターンに酷似しているが、生体試料中では、代謝され、単

純な異性体パターンになる。フェニル骨格の 2,4,5-の位置

が塩素化された、 #74 (2,4,4',5-),#99 (2,2',4,4',5-),#118 
(2,3',4,4',5-),#153 (2,2',4,4',5,5'-),#138 (2,2',3,4,4',5'-)の異性体

が、生体試料中では、主要な異性体として残留している。

7 塩素化ビフェニルでも、 #180 (2,2',3,4,4',5,5'-),#187 
(2,2',3,4',5,5',6-)が、主要に残留しており、同様の傾向を示

した。 
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Congener profile of PCB in environmental sample is similar to that of PCB product. However, PCB congeners in 
human samples (human breast milk, adipose tissue) are metabolized and show simple pattern. Congeners which 
substituted by chlorine on the 2-, 4- and 5- position of phenyl ring, #74 (2, 4, 4', 5-), #99 (2, 2', 4, 4', 5-), #118 (2, 3', 4, 
4', 5-), #153 (2, 2', 4, 4', 5, 5'-), and #138 (2, 2', 3 and 4, 4', 5'-) were main component of each homologue in human 
samples. As for hepta-chlorinated biphenyl, #180 (2, 2', 3 and 4, 4', 5, 5'-) and # 187 (2, 2', 3, 4', 5, 5', 6-) were 
predominant component, which contain same structure (2,4,5-). 


